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植村和彦＊：植物化石標本の保管とその有効利用にむけて

－国立科学博物館での例
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要旨国立科学博物館古植物標本は総数24,000点規模のコレクションで,約11,000点の登録標本を含み,論文に使

われた多数の標本と385点の基準標本が含まれている。これら標本の整理・登録・保管の実情や情報化の現状を紹介
し，今後の問題に触れた。とくに，標本保管では保管上の問題よりも整理して収納するまでに大きな問題があること，

比較参照標本を充実し化石標本に準じた保管・利用の必要性，およびパソコンを利用した標本コレクションの小規模

データベースの構築とその所在情報の公開が望まれることを述べた。また，植物化石データの活用例として，国際古
植物学機構のデータベースPlantFossilRecordを紹介した。

キーワード：国立科学博物館，古植物標本，データベース，標本保管

AbstractThePaleobotanicalCollectionsofTheNationalScienceMuseｕｍａｒｅｍａｄｅｕｐｏｆｃａ､24,000speci・

ｍｅns，includingca、11,OOOregisteredspecimenswith385typesandseveraldescribedspecimensofthel30

publishedworks、Basedonthecuratorialworkofthecollections,presentstatusandproblemsaredescribedwith

regardtothepreparation,registration,conservationandmanagement,andutilizationofplantfossilmaterials・

Itisemphasizedthat：１)physicalandresearchworksbeforethedepositionofspecimensareoneofthemajor

obstacles；２）referencecollectionsofmodernspecies,suchasclearedleavesandfruitsandseeds,shouldbe

conservedandutilizedasinthecaseoffossilspecimens；ａｎｄ３)personalcomputerisnowapowerfultoolto

achieveasmall-sizeddatabaseandcomputerizedcataloguingoftheparticularcollections,andinformationof

suchdatabasethroughthenetworkisnecessaryformoreeffectiveuseoftheconections、Inaddition,thePlant

FossilRecordDatabaseorganizedbythelnternationalOrganizationofPalaeobotanyisbrieflyintroducedasan

exampleofutilizationofplantfossildata，
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はじめに

化石として残された植物遺体・痕跡は，地質時代の植

物に関する唯一の状況証拠である。古植物の研究は他の

古生物分野と同様，化石資料すなわち標本の存在なくし

ては有り得ない。各種標本類のうち，新種提唱の際の基

準標本や研究に直接使われた標本を安全に保管すること

は，研究結果の追試(再現性)や，“既存の研究結果に対

する反論の可能性，，を保証するもので（速水編，1989)，

特別な配慮と保全策が講じられなければならない。

化石の産出は明らかに有限である。土木工事などで化

石産出層が露頭ごと失われるという場合を除いても，化

石産出の再現性は大型化石の場合高くはない。速水編

（1989)で指摘されたように，“過去の研究に用いられた

資料が失われることは，研究の積み上げが不可能になる

ばかりでなく，過去の研究の価値までもが大きく損なわ

れる'，ということは大切な視点である。また，研究を前

提にしなくとも，ある地域なり分野の蓄積された標本コ

レクションが後の研究に重要な役割を果たした例は少な

くない。標本の蓄積・保管があってこそ新たな視点によ

る研究が可能となるケースは多い。さく葉標本の気孔密

度を調べ，産業革命以後の大気炭酸ガス濃度変化を明ら

かにしたWoodward（1987）の研究はその好例で，ケン

ブリッジ大学さく葉標本庫に1750年以降の標本が蓄

積・保管されていたことで可能となった。

標本資料（コレクション）は，図書その他の情報資料

とともに博物館の根幹資料である。個人的な研究標本資

料だけでなく，多様な標本資料を中長期的展望で収集・

整理・保管，それらを有効な利用に供し，さらに遺産
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（heritage）として次の世代に引継いでゆくことが博物

館の大きな使命である（Ambrose＆Paine,1993)。しか

しながら，このような高い理念とは別に，日本の博物館

には種々の制約や問題点が，標本保管という面だけでも

山積している。

本稿では，まず国立科学博物館の古植物標本の概要を

紹介し，次に標本の整理・登録・保管・情報化の実際と，

標本保管に関する現状や問題点を述べてみたい。また，

今回のシンポジウムの話題とは直接関係しないが，植物

化石の情報活用の例として，国際古植物学機構(Interna・

tionalOrganizationofPalaeobotany,略してIOP）の

データベースを紹介したい。

2．古植物標本の概要

国立科学博物館の歴史は古く，明治４年（1871）にそ

のルーツがあるとされている。その後，日本学術会議の

自然史科学研究センター構想を受け，現在の体制に近く

なったのは昭和37年（1962）以降である（国立科学博物

館，1977)。古植物研究室は1974年に発足，専任は前任

者の浅間一男についで筆者が２代目である｡"博物館は三

代経って一人前，，といわれるが，その意味では古植物部

門もまだ発展途上ということになる。

古生物標本(ＮＳＭ）は古くは日本産および外国産化石

に分け，それぞれ登録番号順に保管していた。その後，

標本の増加により1970年頃からは古植物(PP)，古無脊

椎動物（軟体動物を除く，ＰＡ)，古軟体動物（ＰＭ)，古

脊椎動物(ＰＶ）および微化石(MPC）に区分してそれぞ

れ保管するようになった。

国立科学博物館古植物標本(ＮＳＭ－ＰＰ：以下，科博古

植物標本と呼ぶ）は登録標本が約11,000点，未登録標本

を加えた総数が約24,000点である（表1)。同一産地（層

準)で同じ種については，１点の中に複数個まとめたもの

も多いので，試料個数は上の数字よりも多い。この数字

を大学に所蔵されている古植物標本（表2）と比べると，

科博古植物標本は国内でも有数のコレクションとなって

きた。表１にも示したように，多くの研究者から移管・

寄贈された研究標本類がこれに大きく貢献している。さ

らに，一般の人から，折りに触れ寄贈された標本類も科

博古植物標本の充実に貢献している。

1954年以降,科博古植物標本と関係した論文は130篇

で（付録2)，385点の正基準標本を含んでいる。古植物

標本のカバーする範囲は，すべての植物（広義）である

が，実際には古生代～新生代の陸上植物のうち，維管束

植物が大部分を占める。これに菌類(葉上菌類など)，藻

類（石灰藻など)，蘇苔類，あるいは花粉･胞子化石など

が含まれる。なお，珪藻化石は微化石標本として古植物

標本とは別に保管されている。

3．整理・登録・保管

採集あるいは寄贈資料はまず仮整理の上，産地・層準

その他の情報を付し，担当者以外の者が見ても利用でき

る程度まで整理しておくのが理想的である。このレベル

まで整理された資料は，仮に未登録であっても後の有効

利用が可能である。しかし，現実はこのレベルに達して

いない資料が多い。次のステップは，クリーニングほか

各種化石処理，鑑定，登録，収納となる（図１)。鑑定作

表l国立科学博物館古植物標本（NSM-PP）

載録標本総数１１１２４

未奄録標本を含めた総数２４３７１

１;なコレクション

Ｔｉｍｉｌｉ（196().)の新植代械物約2,2()()点

Ａ偶;１ｍ;,（1967.)の束アジア，東南アジアの中古生代柚物約２，()()０点

Ｅ､(11,(1968)の北海道古第豆紀植物約６００点

KimuI･;,（1:)78.)の１１１生代植物約1,4()0点

｜緯hiiim;lほか(１１)71.1975）Ｎ;lkamur;Ｉ（1981)の石灰線化石約１５０点

Ｕ(､mur&,（107;{.)の新生代植物約1.5()()点

東リi(大学即学祁より移管の|｣本産中唯代柚物約２.()()()点

Ｍ;１１篇ｕｌ１(１１)62.1()76)に関巡の新植代械物多数

比較参照標本

さく恥標本約;I,()()()点（通常のさく葉標本と異なり，比較のため雌をとったり，

解剖を行えるよう用意，棚井・藤岡・植村などが内外の械物剛で収災したもの

が多い）

蕊脈標本約４()()()点（透lﾘl化染色した(〕l(､劇rcdl(､;,fで，棚井および柚村が作成）

果実・神子約４００点
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表２国内の主要大学所蔵植物化石標本

東北人学蝿学部

補脇入学教育学部

北海道大学理学部

京都大学蝿学部

金沢大学敦養部

横浜|K位火教育学部

北海道牧育大学

千雄大学理学部

秋H1大学鉱山学部

総点数幣即点数注釈

27.750

18,50(）

１２，９(;５

１２，８５５

１１，８５０

１０．２５８

８，２１５

７，６(X）

(;,９４９

7.750

2,5()(）

２．０１５

１().:１１０

４．:I:Ｍ)

６，２０Ｈ

５．６９５

；１，５(Ｘ）

５，０４０

矢部・太1Li・速臓ほか多数の研究標本

鈴木倣治コレクションとして柵,ＩＭＩ↓博

に秘筒

棚ｊ|コレクションは科博に移禰

松尼コレクションの部は科ｈＩｌに移偶

尼崎コレクションは神奈川ﾘ,州に秘禰

藤岡コレクション，多くが論文公災のも

ので幣即状況もよい

数字は大学所蔵自然史関係標本調査会(1981）自然史関係所蔵標本総覧による。

この数字はその後の標本増加あるいは標本移管で相当の変化がある。

匪
（野外データの整理）

化石処理仮整理

寄贈標本類闇願罰
（受入れ手続き）

|灘“
唖

図１標本の登録・収納までの作業

業は高度の専門知識が必要となり，仮登録というレベル

で満足しなければならないことも多い。周囲に専門家が

いればその協力を仰ぐことになるのは当然である。いず

れにしても，博物館の仕事は自分の研究標本のみ扱えば

よいというものではないので，大変な労力を要する。仮

整理あるいは整理にしても後に残すべき資料を取捨選択

することで，言い換えると“捨てる”作業でもあり，担

当者の資質が問われることになる。

標本の登録システムは，基本的に標本にナンバーリン

グ（ＮＳＭ－ＰＰの通し番号）をし，カード･台帳による方

式（半沢，1953）である。ラベルにつける情報は図２に

示した。標本の収納は登録番号順を原則にしている。た

だし，標本の属性や収納ケースによる制約から菌･藻類，

材幹は別にし，その他の化石も中古生代と新生代に分け

て収納している。また，基準標本を含む論文に記載の標

本は，一般標本とは別に「タイプ標本室」に収納・保管

している。現生の動植物標本のように分類体系にした

がった収納方式を採用しない（できない）のは，スペー

スの問題と一度収納した資料を再配置することの難しさ

による。標本ケースに収容できない大型標本や液浸標本

については別の場所の棚に収納するが，ケース内の登録

番号位置に大型標本があることを記しておく。登録番号

順の方式は標本の返却が専門家でなくとも容易である。

ただ，カードの管理は取り出したカードの返却や新しい

カードの挿入などで多少面倒である。

科博古植物標本で保管している標本の大部分は岩石標

本に準じた乾燥標本である。したがって，極端な多湿あ

るいは乾燥環境でなければ保管上の問題は少ない｡ただ，

炭化葉片の残った化石や母岩の固結度が低い印象化石は

塵挨によって著しくに損なわれるので，その対策・配慮

が必要である。また，黄鉄鉱など鉄硫化鉱物を含む標本

では定期的なチェックをし，シリコンオイル中に保存す

るといった特殊な処理が必要な場合がある（Howie，

1979)。将来,液浸標本やプレパラートの標本が増加した

場合は新たな方策が必要になろう。

4．標本の検索・情報化と利用

標本を登録番号順に収納する場合，目的の標本を検索

できることが必要条件になる。このため，従来からラベ

ルと同様なカードを１点につき３枚作成し，産地，学名

のアルファベットおよび分類群で検索できるようにして



標本データ２５００･ｌ

ＡｃｅｒｐｒｏｔｏｎｅｇｕｎｄｏＴａｎａｉ

ＩＩＯＫＯＯｌ…県単位の産地悉号，５万分の１地形側にプロット
北海道松前郡福島町吉岡
吉 岡 廟

Ｍｉｏｃｅｎｅ，ｌ－Ｅａｒｌｙ…latPEarlyMi(x!(､n⑪
ＴａｎとＬｉ１･ｏｌｌ．

ⅡＯＬ・--ｈｏんtyI)P,pamtyI)(』など

…柚物化fiでは必要，ＦＲ(fruil)‘ＷＩ)(w()い(1)など，集（枝腿）は６８入しない

，‐一、、…大分煎り(Dic()wle〔l()naP)､(;((;ymnI脂I)(,rmI1I)hyla)など０５０一一一一一
ｐ１．２７，ｆｉ９．２〒－－－…論文爵号
Ｔａｎａｉゥ１９６１．

０４９：Ｔａｎ．＆Ｓｕｚ．，１９６０．ｐ１．８，１，．４（Ａ，ｃｒａｔＲｅｇｉｆｏｌｉｌｌｍ）
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Ｎｏ．

ＮＡＨＥ

ＬＯＣ－１

ＬＯＣ－２

ＦＭ、

ＡＧＥ

ＣＯＬＬ･

ＴＹＰＥ

ＯＲＧＡＮ

ＴＡＸ･

ＲＥＦ･

ＲＥＭ．

２

備茸Tanai＆UemuraDl983･ＪｏＦａｃ,Ｓｃｉ．，
HokkaﾕｄｏＵｎｉｖ.，sex､．’↓，vol、２０，
ｐｌ・ユ，ｒｉ９．１．

田 主 科 ･ 歌 博 物 館

lFP-l6333 側標本番汁

名称

図２標本ラペルとカード

右のカードは図書カードのサイズ。作業の簡便化のため最近では，

ラベルを無地のカードにそのままコピーすることや，パソコンに入

力した標本データをラペル形式に打出すことも多い。

標本の情報入力には古いソフトウエアーであるが，

MS-DOSベースのマイクロコスモス（日本オフィス機

器(株)）を使用している。ラベルに記入した情報を中心

としたデータベースで，さらに論文および産地情報の

データファイルを作り，必要ならそれらを結合できるよ

いる（図2)。現状ではこのカード方式で十分対応が可能

であるが，登録標本が１万件を越える情報量になったこ

とや，登録作業の簡略化でパソコンによる情報検索に移

行中である。しかし，入力作業にあたっては標本の所在

確認や一部データの更新も行っているため，全登録標本

のデータ入力は完了していない。そのため，現在はパソ

EngelhardiakoreanicaOislU

産地北通道処真搾北沢
地層(時代）jIさ拙沢瞳皿堅韮一
採集者及び

採集年月Ｈ１，Ｊ，;』・ル尚些l98l-7-ﾕ９

コン方式とカード方式を併用している。

標本の情報入力には古いソフトウユ

ＬＯＣ－１

ＬＯＣ－２

ＬＯＣ－３

ＦＭ－１

ＦＭ－２

ＡＧＥ

ＲＥＦ－１

ＲＥＦ－２

ＲＥＭ．

図３パソコンに入力する標本データ

標本データが基本で，必要に応じて論文データ，産地データを
結合することができる。
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２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１

ＲＥＦ･

ＡＵＴＨ･

ＹＥＡＲ

ＴＩＴＬＥ

ＳＥＲＬ･

Ｖ（Ｎ）Ｐ

ＲＥＭ．

ｏ５０

Ｔａｎａｉ，Ｔ，

１９６１．０３．

Ｎｅｏｇｅｎｅｆｌｏｒａｌｃｈａｎｇｅｉｎ，Ｊａｐａｎ．
Ｊ･ＦａＣ･Ｓｃｉ．，ＨｏｋｋａｉｄｏＵｎｉｖ。，ｓｅｒ．↓。

１１：１１９－３９８，ｐｌｓ、１－３２．

論文データ

産地データ
ＨＯＫＯＯ１

北海道松前郡福島町吉岡
Ｍａｔｓｕｍａｅ－ｇｕｎ，Ｆｕｋｕｓｈｉｍａ－ｃｈｏ，Ｙｏｓｈｉｏｋａ…日本謡鏡みのため必嬰

吉岡層
ＹｏＲｈｉＯｋａＦｍ，

Ｍｉｏｃｅｎｅ，ｌ－Ｅａｒ、
0５２…産地を記述の論文爵号
Ｔａｎａｉ＆Ｎ･Ｓｕｚｕｋｉ，１９６３．

０４９，０５０…そ の 他 関 連 論 文 溺 号
ｌｏｃ．=Ｃｈｏｇｏｒｏｚａｗａ
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うにしている（図３)。

標本の最も重要な情報はどこから産出したかである。

先第四紀化石の場合，５万分の１地形図に産地がプロッ

トされていれば，層準（時代）の推定や再検討が可能な

場合が多いので，最近の登録標本では産地を地形図上に

プロットする作業を加えている。第四系産や遺跡発掘に

伴う標本でもこれが基本と思うが，大縮尺の地形図デー

タに，より厳密な層準および岩相層序のデータが必須に

なってくる。

標本資料の利用については，標本を損なわないという

のが一般的基準である。しかし，研究目的の場合，標本

を切断することや一部を薬品処理をすることは少なくな

い。利用目的と標本の状況から個別に判断することにな

るが，論文に記載の標本や登録標本の閲覧だけでなく，

それらの貸し出しや未登録標本の利用も可能な範囲で

行っている。正基準標本については，現状保管が原則な

ので貸し出しは原則として行っていない。一方，博物館

の性格上，マスコミや出版社からの利用依頼は少なくな

い。この場合も，目的，公共性，および標本状況で個別

に判断している。また，他の博物館から特別展示等の標

本利用依頼があれば積極的に対応するようにしている。

5．問題点と今後

必要な時に必要な化石標本・情報が取り出せるという

のが大切である。そのように整理保管し，利用に供しう

る体制にするには，現状では問題が山積している。ｌ)予

算，２）人材，３）時間，４）保管のスペースやケース，５）

維持管理，６）有効利用のための体制･情報提供など，す

べて人とお金の問題で，後者があれば解決する一面もあ

る。しかし，標本や情報を管理する担当者あるいは化石

処理の技術者がいないといった制度的問題や，専門家の

養成などは中長期的な改善策が必要である。

大学所蔵標本には，タイプ標本を含んだ研究標本の保

管すら十分でない現実が一部にある（大学所蔵自然史関

係標本調査会，１９８１；速水編，1989)。幸いなことに，大

学所蔵の古植物標本については研究者の個人的努力も

あって散逸することなく保管されている例が多い。しか

し，古植物研究者の減少に伴い，その維持管理や有効利

用には問題が少なくない。一方，科博古植物標本では研

究目的の利用が最近では年間１０件以内である。この低

い数字は標本所蔵機関として深刻な問題と認識してい

る。整理・保管状況が悪いため標本を利用できない，利

用されないため，さらに標本の保管状況が悪くなるとい

う，悪循環があるように思う。

コレクションの充実・維持管理を通じて研究・展示・

普及・教育の利用に供することは博物館の役割である。

しかし，雑多な仕事に忙殺され，標本の整理・登録作業

は最も犠牲にされがちである。“雑芸員”とか“よろず屋

（jackofalltrades)，，と自潮する博物館職員の悩みは

国の内外を問わずあるようだが，日本の博物館の場合は

とくに深刻である。標本整理に関しては当事者として反

省すべき点も多いが，限られた予算的・人的現状でもこ

れを犠牲にしてはならない。標本を収納するまでに最も

時間を要するのは，化石の種類を鑑定し，標本に必要な

情報を整えることである。いかに立派な保管・情報管理

システムがあろうとも，この専門的作業の伴わない標本

は資料価値が低い。科博古植物標本の場合，保管上の問

題は実は些細な問題である。収納・保管に至るまで，す

なわち整理・登録作業に大きな問題がある。実際，よく

整理された状態で，すぐに登録できるような標本の寄贈

を受けた場合ほど，嬉しいことはない。

標本の整理とは"捨てる”作業でもあると前に述べた。

標本庫のスペースには限りがあり，その拡充もままなら

ぬ現状では，後に残さなければならない標本とそうでな

い標本とははっきり区別されなければならない。この取

捨選択は専門家でなければできない。未整理標本を多数

抱えている博物館や標本収蔵機関での大きな問題は，選

択をすべき専門家がいないことであろう。科博古植物標

本という狭い範囲でも，例えば石灰藻化石のように，筆

者では的確な判断のできない分類群がある。外部研究者

の協力が得られる場合はよいが，そうでない場合は専門

家のいる機関への標本移管を選択肢に加えるべきであろ

う。一方，担当者が変わっても永続性のある標本収集方

針を立てておくことは，それぞれの博物館・標本収蔵機

関で大切なことである。

植物化石は葉や果実など，母植物から遊離した部分と

して産出する。鑑定作業では，化石に相当する各部分ご

とに現生種の比較参照標本を用意しておくことが効果的

である（葉脈標本，表皮細胞プレパラート，果実・種子，

材幹，花粉など)。これら比較標本を充実し，写真集ある

いはマニュアルを出版することは化石鑑定のために強く

望まれる。仮にその段階に達しなくとも，こうした作業

を分担して行い，相互利用できるようになれば今後の研

究にも大きく貢献できるであろう。この種の比較標本は

化石標本に準じて保管し，反復利用を可能にしたい。こ

の趣旨から，科博古植物標本には表１に示したような比

較参照標本を用意しているが，さらに充実させたいと考

えている。

標本情報に限らず，各種のデータベースの存在は研究

の活性化につながる。しかし，新たにデータベースを構

築する場合は，その投資効果に見合う目的をよく考える

必要がある。古生物標本のデータベースには，すでに地
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質調査所（坂巻・松江，1988）や名古屋大学総合研究資

料館の放散虫化石(小嶋ほか，1989)の立派なデータベー

スシステムがある。また，パソコンを用いたデータベー

スは竹村ほか（1989）によって好例が紹介されている。

国立科学博物館の標本についても分類群ごとに多数の

データベースが作成されている（例えば，加瀬，1989)。

植物化石については，上記地質調査所のシステムで約

3100点の標本データが検索できるようになっており，カ

タログも出版されている（松江・尾上，1995)。

最近のパソコンの高性能・低価格化は著しい。パソコ

ンレベルでも，実用に十分耐えるデータベース構築が可

能である。標本検索という目的であれば，市販ソフトウ

エアを使い，図３に示したようなラベル情報で十分な対

応ができる。この種のデータベースは，一度の入力で，

ラベルや台帳の打出しができ，その後の検索にも使える

ということで，登録作業の簡便化に極めて有用である

(竹村ほか，1989)。パソコン機種の問題やフォーマット

の不統一の問題は，よほど大きなデータベースでない限

りさして問題ではなくなってきた。各機関・各分野での

小規模データベースを積極的に活用すべきである。かっ

ては検索の高速化やデータ長の制約から入力項目のコー

ド化が必要であったが，これも大きな問題ではなくなっ

た。入力ミスのチェックには，文字情報はむしろ略さな

い方がよい。

標本資料や情報の相互補完に博物館や研究機関のネッ

トワークを活用することは短期的課題である（松岡，

1991)。これについてはインターネットの普及で実用段

階にきている。情報公開はプラスの面だけではないの

で，今後の試行が必要だが，少なくとも標本データや地

域自然史データの所在情報を公開してゆくことは標本資

料の活用に大きな意義があろう。国立科学博物館では

1995年秋にインターネットに接続し，試験的な運用を

始めたところである（http://www､kahaku､gojp/)。

6．IOPPIantFoSsilRecord

lOPは古花粉学を含む古植物学の国際協力・推進を目

的に設立された。ＩＡＰＴ(国際植物分類協会)やICP(国

際花粉学委員会）とともにIＵＢＳ(国際生物科学連合)の

植物部門の傘下にあり，学術会議の学術団体総覧には

“国際古代植物学研究機構，，とされている。会員数は約

500名，うち日本人会員３２名である。

ＩＯＰの事業として1990年前後より，イギリスのＭ,Ｃ・

Boulterを中心に植物化石データベースに取り組んでい

る（Boulter,1990)。その一つとして，今までに記載さ

れた化石属を網羅したＰＦＲ（PlantFossilRecord

Database）は1991年にVer､１が完成した。１件の最大

項目数が43,件数は１万以上,約２７メガバイトのデータ

ベースで，ＩＯＰ事務局を通じて購入可能である。ＩＢＭ－

PC/AT互換機での使用が前提であるが，最近日本でも

普及したDOS/Vコンピュータで使用できる。

ＩＯＰでは，現在次のデータベース計画ＰＦＯ（Plant

FossilOccurrence）を進めている。これはすべての植物

化石種を網羅しようというもので，完成すれば極めて有

用かつ付加価値が得られるようになろう。ＰＦＯのデー

タはＰＦＲにリンクされ，ＰＦＲそのものも順次バージョ

ンアップされている。ＰＦＲVer､２では７０万種以上の化

石種データが含まれ，層序的・地理的分布を地図上にプ

ロットすることも可能になっている（Brown,1994)。最

新のＰＦＲデータベース（Ver､2.2）はインターネットか

らアクセスが可能である（http://sunrae・ueLac.uk／

palaeo/index・html)。

ＰＦＲデータベースは現在も進行中である。新しい

データの入力や入力データのチェックなど今後に残され

た仕事は多い。また，論文のもとになった標本の保管地，

有無，状況などのチェックが実際には望まれる。容易な

ことではないが，標本コレクションあるいはデータベー

スの所在情報の公開が国際的にも国内的にも必要となろ

う。標本資料のより有効な活用をめざしたいものであ

る。日本やアジア地域のデータについては積極的に対応

したいと考えているので，本計画に関心ある方は筆者ま

で連絡をいただきたい。

7・むすび

国立の博物館で古植物部門を担当している立場から，

標本保管の現状と今後の問題を述べた。科博古植物標本

については保管よりも，保管にいたるまでの整理に大き

な問題がある。科博古植物部門に対する色々な要望や注

文にはできるだけ対応したいと考えているが，筆者１名

と週数日の非常勤職員１名で業務をこなしている現状も

理解いただきたい。

考古学的発掘資料は筆者の門外漢であるが，今回のシ

ンポジウムの講演を聞き，とくに行政発掘に関連した標

本資料とその後処置は深刻であるように感じた。恐らく，

"発掘をしないのが最善の処置，，というのは真実であろ

う。しかし，標本とその情報の意味や保管・蓄積してゆ

く意義は自然史標本と何ら変わるものではない。少なく

とも，報告書なり論文に取りあげられた標本資料は，永

続的な標本収蔵機関に保管され，後の再検討・利用に供

しうる体制にすべきであろう。印刷物で公刊された標本

とそうでない標本とをはっきり区別し，その優先度で保

管対策を講ずることが必要である。

本稿ではおもに研究標本について述べてきたが，博物
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館では展示や各種催し物で必要な標本類もある。観覧者

に訴える迫力は，同一の種類であっても，大型の母岩で

美麗な標本であれば明らかに違う。このような展示標本

は，研究標本とは別に，その目的で常日頃から収集に努

めなければならないことが多い。また，普及・教育で使

う標本には消耗品と割り切るものも必要である。実物標

本の有する実在感・迫力・神秘性など，写真や模型では

得られぬ“何か”は博物館と社会との接点として大切に

したい。
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付録１．標本に関連した遍歴・私見

標本に関連した個人的経験を付記したい。修士課程の

学生であった頃，筆者の指導教官藤岡一男先生のお供を

して東北大学理学部地質学古生物学教室（現地圏環境科

学教室）の標本室（IGPS）へ，戦前に収集された朝鮮半

島の第三紀植物の閲覧・借用に行ったことがある。片平

町の標本室にはモロプタに入った標本が天井まで積み重

なり，その中から目的の標本類を探しだし，挨を払う作

業を続けた。登録標本は一部で多くが未登録標本であっ

たにもかかわらず,多量の化石標本が残されていたので，

その成果はHuzioka（1972.Ｊ.Ｍin・ColLAkitaUniv.，

ser.Ａ,vol､５，ｎｏ､１）の朝鮮第三紀植物群のモノグラフ

にまとめられた。

その後も地質学古生物学教室所蔵標本を何度も利用さ

せていただいている。挨や一部では雨漏りもあって保管

状況は必ずしも良いとはいえなかったが，同教室の長い

歴史にもかかわらず，標本が散逸することなく保存され

ていることに驚きを禁じ得なかった。古植物標本だけを

とっても，同教室が１９１２年創設されて以来,矢部,大石，

遠藤，森田，奥津，島倉，今野，浅間，鈴木（敬）ほか

諸先生の標本が残されている。標本の整理状況や本人直

筆と思われるラベルの内容にはそれぞれ個性があり，論

文では判らなかった人柄や標本に対する考えが標本から

伝わってくるのは興味深かった。同教室では教官，学生

を問わず標本資料を私物化しないという伝統がある（半

沢，1953)。困難な状況でも標本の蓄積･保管を教室単位

でつづけた歴代教官には敬意のほかない。

1953年の学術月報には，「学術標本の整備｣という特集

が組まれており，動物，植物，地質（古生物）の一線の

研究者および文部省担当者による現状と今後の方策が述

べられている。この中に述べられた問題の多くが，４０数

年後の現在でも当てはまるということは悲しい現実であ

る。研究のスタイルは時代とともに変わるべきものであ

るが，蓄積された標本・コレクションの価値は増大する

ことはあっても減じることはないと思う。標本資料とし

ばしば対比される図書資料のことをあわせて考えると，
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なぜ整理･保管しなければならないのかが明確になろう。

整理・研究後の利用なり活用のためではないか。
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